


要約:1985 年度および 1990 年度に埼玉県立小児医療センター未熟児新生児科に入院した

極低出生体重児の神経学発達予後の推移を検討した。1年以上追跡できた児はそれぞれ 47

例、50 例で、このうち脳性麻痺、精神発達遅滞、てんかん、失明、難聴等の神経発達予

後の不良例は 85 年度は 9例(19%)で、90 年度は 3例(6%)と著しく減少していた。しかし、

軽度から中等度の脳性麻痺や精神発達遅滞等の、明らかに正常とはいえない境界例が 85

年度の 6 例(13%)に対し、90 年度は 11 例(22%)と増加傾向で、境界例を除いた正常例の割

合はそれぞれ 68%、72%となった。後障害が軽症化している可能性はあるが、これら境異

例に対しても、異常の早期発見のためのフォローアップシステムや早期の療育体制の確立

が望まれる。


